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トップエスイートップエスイー
～サイエンスによる知的ものづくり教育～～サイエンスによる知的ものづくり教育～

産学連合による実践教育

参加企業：

NTTデータ、日立、富士通研、東芝、日本電気、CSKシステムズ、松下電器、
鹿島建設、三菱総研、日本ユニシス、東芝ソリューション、鹿島建設、デン
ソー、ソフトバンクテレコム、ＮＴＴコムウェア、メルコパワーシステムズ、三菱
電機マイコンソフトウェア、フェリカネットワークス、キヤノン、松下電器など

平成１６年度～２０年度 科学技術振興調整費・新興分野人材養成 ・基盤的ソフトウエア
（文部科学省）

ねらいねらい

実績実績

体制体制

� ソフトウェア開発現場に最新の研究成果を導入
� 大学教育の現場に実践を導入

� 修了生：ほとんどが社会人
1期生：12名（Ｈ１８），2期生：19名（Ｈ１９），3期生:30名強(Ｈ２０予定）
� 大学講義：先導的ＩＴスペシャリスト（東大、東工大、IISEC）、JAIST、早大、北大、総研大
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産と学とのギャップ産と学とのギャップ

2

/ 難度の高い新規開発課題に対し、高い品質の設計を行える高度
な技術を持ったＳＥの不足

産業界の状況： 科学がない

☺様々な先端的なソフトウェア・ツール、手法が存在

/実問題を用いた実践的教材が少ない

大学の状況： 実践がない

GAP

ソフトウェア科学の知識

現場のソフトウェアシステム

プロマネ ITアーキテクト ITスペシャリスト

ソフトウェアデベロップメント アプリケーションスペシャリスト

ITスキル標準 ニーズニーズ

情報系学科の卒業生

（計算機科学の知識）

シーズシーズ
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分析

実践
ノウハウの教材化

設計
実装

評価

実践機器

実践重視実践重視のの教育教育

【演習中心】

� ツールを用いて実践的な演習問題

� 異なる企業からなるグループ編成

実問題(２－３年先）実問題(２－３年先）

ソフトウェアツールソフトウェアツール

産業界産業界

大学大学

背景知識、
技術獲得

座学（約４回） ノウハウの修得（約３回）

応用問題

ノウハウの実践・深堀（約５回）

最終レポート

グループ討議

議論基本問題



4Copyright 2008 GRACE Center All Rights Reserved.

モデルモデル

ソフトウェア開発ソフトウェア開発に必須なモデリング能力に必須なモデリング能力

public abstract aspect ObserverProtocol {  

protected interface Subject  { }    

protected interface Observer { }

　protected abstract pointcut 

　　subjectChange(Subject s);

after(Subject s): subjectChange(s) {

Iterator iter = getObservers(s).iterator();

while(iter.hasNext()) 

updateObserver(s,(Observer)iter.next()); }

protected abstract void 

updateObserver(Subject s, Observer o);

public abstract aspect ObserverProtocol {  

protected interface Subject  { }    

protected interface Observer { }

　protected abstract pointcut 

　　subjectChange(Subject s);

after(Subject s): subjectChange(s) {

Iterator iter = getObservers(s).iterator();

while(iter.hasNext()) 

updateObserver(s,(Observer)iter.next()); }

protected abstract void 

updateObserver(Subject s, Observer o);

ソフトウェアシステム

モデルモデル 判断と変換

・・・

判断と変換

様々な
観点での
記述

public abstract aspect ObserverProtocol {  

protected interface Subject  { }    

protected interface Observer { }

　protected abstract pointcut 

　　subjectChange(Subject s);

after(Subject s): subjectChange(s) {

Iterator iter = getObservers(s).iterator();

while(iter.hasNext()) 

updateObserver(s,(Observer)iter.next()); }

protected abstract void 

updateObserver(Subject s, Observer o);

public abstract aspect ObserverProtocol {  

protected interface Subject  { }    

protected interface Observer { }

　protected abstract pointcut 

　　subjectChange(Subject s);

after(Subject s): subjectChange(s) {

Iterator iter = getObservers(s).iterator();

while(iter.hasNext()) 

updateObserver(s,(Observer)iter.next()); }

protected abstract void 

updateObserver(Subject s, Observer o);

要求

洗練（変換）

モデルモデル

モデルモデル

モデルモデル

モデルモデル

分析モデル 設計モデル

洗練（変換）ソフトウェア開発ソフトウェア開発

モデリング能力≅ソフトウェア開発の問題解決能力

�モデリング能力（適切なモデルを構築できる能力）が重要
�ツール・手法の活用により適切なモデリングが可能
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トップエスイーの目標とアプローチトップエスイーの目標とアプローチ

設計書 コード

現場のシステム化対象領域

複雑、大規模、曖昧な
問題領域

高品質なソフトウェア
・信頼性
・安全性
・拡張性/再利用性

ソフトウェア技術者

難度の高い新規開発
課題に対し、高い品質
の設計を行える技術者

モデリング・ツール適用による
問題発見・解決能力

最先端のモデリング技術・ツール

計算機科学

講義、演習、修了制作

目標スキル目標スキル 人材像人材像

モデリング能力

ツール・手法の適用能力
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先端ソフトウェア工学・国際研究センター先端ソフトウェア工学・国際研究センター

【産学連携拠点】
�先端的なＳＥ技術を応用できる人材育成
�先端的なＳＥ技術を生み出せる研究者育成




